科学と社会（第３回）

2006.10.19　萩谷　宏

アレキサンドリアの図書館

　知の倉庫としての価値　→　中世の修道院、大学

プトレマイオスの天文学（２世紀）

　観測データから５つの惑星の運動を計算（万有引力抜きの円運動）

　地図の作成：緯度・経度の測定、8000点の精密なデータ

　のちの大航海時代にも影響を与える。

ガレノスの医学

　解剖データ、人体の観察　…以後の医学に受け継がれず

　著作だけが残り、それをつくった科学的態度は失われる

・・・教典化、聖典化。

「ガレノスの記述こそ真実、現実が間違い」！？

ローマ帝国の科学と技術

　水道、道路、建築・・・実用主義

　豊富な奴隷労働力　機械力の導入を阻害

　水車による動力、２世紀には実現、粉ひきなどにも利用、しかし普及せず。

西欧における中世の科学の衰退

ローマ帝国の衰退、キリスト教の国教化・・・ローマ帝国への抵抗として生まれるが、313年布教の自由を認め、392国教化

　宗政一致の支配体制

教会権力を借りての統治

宗教権力の強大化、制度化　科学の発展を妨げる土壌

異端、異教の弾圧

キリスト教の召使いとしての哲学

５世紀　アウグスティヌス　新プラトン主義→神が自然界をつくった

修道院：６世紀、東ゴート族テオドリック王の時代に出現

古代科学の遺産の保存、教育機関としても役割をもつ

宰相カシオドロス「聖と俗の文献」全２巻　

第一巻は聖書関係、第二巻は「俗なる文献」・・・７自由学科（文法、修辞学、弁証論、算術、音楽、幾何、天文学）の文献

数学は聖書の解釈や複雑な数の分類にあてる

カール大帝のフランク王国　「カロリング・ルネッサンス」

８世紀～９世紀の西ヨーロッパ　三圃農法、鉄製農具の普及

科学は宗教から離れず。

領主と農民との階級固定化－社会体制維持のための機関が教会と宗教

　領主　←→　教会
　　↓支配　↓

　　　農民　　
「タイムライン」マイケル・クライトン作　SF小説、映画化

１２世紀～１３世紀のヨーロッパ

ギリシャ時代の科学をアラビアから逆輸入

修道院・寺院で管理－宗教権力と一体化、実証主義を妨げる

アラビアの数学・・・アラビア数字：８世紀にインドから入る。ゼロの概念、位取り

　商業・貿易の必要から代数学が発展。

ヒポクラテス医学の再生

アラビアでの科学の発展の背景

　主にバグダッドで古代科学の遺産を継承、ペルシャからの学者の受け入れ

　都市の発展と関係。水力の利用、１００の粉ひき水車

　医学の発展など。宗教的制約からヨーロッパよりも自由な環境

　幾何光学など

西ヨーロッパの流れ

１２世紀、大学の誕生―宗教的権力と一体

１３世紀　ロジャー・ベーコン（フランチェスコ教団）

　教会権力の腐敗を糾弾　２４年間、獄につながれる

　自然研究の科学的方法として、数学と実験が重要と主張

ルネサンスの開始

１３世紀

　封建貴族から独立した都市共和国の成立

　ヒューマニズム

　宗教権力からの自由

　移入科学としてのアリストテレス自然哲学　

レオナルド・ダ・ヴィンチ

コペルニクス

ブルーノ

アグリコラの鉱山学

印刷技術、宗教革命







